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～子どもの幸せを願って～ 
 

 新入生３１名を迎え、全校生１７９名で令和６年度がスタートしました。 

春休み中の学校はとても静かで、子ども達を迎える準備が進められました。やっと元

気な声と笑顔が学校に戻りました。これから始まる１年間がどの子にとっても、どの

教職員にとっても、幸せな１年間であることを願っています。 

 

さて、先日スーパーのレジに並んでいた時のことです。母親は精算中でしたが、そ

の足元のベビーカーにゼロ歳くらいの子どもが乗っていました。手をもごもごして

いるうちにうっかり玩具を床に落としてしまいました。母親はあちらを向いたまま

なので、こちらが玩具を拾って赤ちゃんに手渡しました。赤ちゃんは玩具を手にする

や、こちらの顔を見上げて、にっこり笑いました。続けて２度３度と笑みを浮かべ

て、「こっくり」をしました。そのさまが頭にこびりついて、三日も忘れられません

でした。 

この母親はゼロ歳児にすでに「ありがとう」を教えていたのでしょうか。それと

も、隣にいた３歳ほどの姉のしぐさを見て、自然に身につけたのでしょうか。 

いや、それとも生まれながらにして人は「おはよう」（あいさつ）、「ありがとう」

（謝辞）、「ごめんなさい」（詫び）という、人と人との基本を社会的遺伝子として持

って生まれたのでしょうか。  

 

 子どもを育てるのに、最も大きな影響を与えているのが、保護者の皆様です。子ど

もとの信頼関係、愛着、マナーやルールの指導、子どもへの支援や理解、どれをとって

も保護者の皆様の影響力は絶大です。 

対して、学校（教員）は、集団の中で一人一人を理解すること、授業を通して学び方

を身につけさせ、体験活動などを通して異年齢も含めて仲間づくりを進めていくこと

に長けています。 

さらに、地域の皆様は、無条件で子ども達を愛してくださり、子ども達にとって多様

な体験の場や出会いを準備してくださる貴重な存在です。 

このように、それぞれが持つ「強み」を活かして、弘道の

子ども達を育てていきましょう。子どもを真ん中において、

それぞれが「何ができるか」「どう連携するか」「どう理解す

るか」を議論し、「地域と共にある学校づくり」「つながる 

広がる 出石大好きっ子」の実現に向けて取り組んでいき

ましょう。その推進に大きな役割を担っていただくのが「学

校運営協議会（コミュニティスクール）です。 

 1 年間、皆様のお力をお借りしながら、子ども達の教育に

あたっていきます。どうぞよろしくお願いします。 
            ★今年も美しい桜が咲きました⇒⇒ 

 

 

令和６年４月１０日 
文責 内海忠裕 

週 1～2 回更新中。

ぜひご覧下さい。 



◆◆◆教職員の異動◆◆◆ 

転出教職員（異動先） 転入教職員（前任校） 

坂田順子  豊岡市立田鶴野小学校 

巻島里菜  豊岡市立豊岡小学校 

古村泰司  豊岡市立五荘小学校 

花谷 浩  豊岡市立八代小学校 

髙井留理子  豊岡市立日高小学校 

森友朋香   姫路市立網干小学校 

古田浩大   豊岡市立八条小学校 

大谷夏美   豊岡市立寺坂小学校 

佐々木とも子 豊岡市立八代小学校  

 

～令和６年度弘道小学校のスタッフ紹介～ 

校 長 内海 忠裕 専科指導（音楽） 関  香江 

教 頭 古橋  衛 養護教諭 奥野 由美恵 

１年担任 森友 朋香 栄養教諭 小森 智美 

２年担任 川崎 大一 事務職員 杉山 健一 

３年担任 古田 浩大 主幹マネジメント 野澤 美佐子 

３年副担任 林  美貴 兵庫型学習システム 大谷 夏美 

４年担任 谷井 孝文 教育支援員 西村 仁美 

５年担任 川端 名津美 教育支援員 佐藤 作実 

６年担任 狩野 哲也 教育支援員 小西  泉 

ひまわり学級 藤川 瑞紀 ALT（英語指導助手） メイソン エマ リー テイラー 

さくら学級 髙井 留理子 校務員 上田 信吾 

はばたき教室（通級） 坂岡 知子 校務員 佐々木 とも子 

児童支援 小川 真司 スクールカウンセラー 南野 美穂 

 

思いやりの種をまこう～６年生による入学式準備～ 

 「相手が何を望んでいるか、考えてやってみよう」始業式で子ども達に話しまし

た。この日の午後は翌日の入学式準備でした。６年生が残って、新入生を迎える準

備をしてくれました。ゴミが落ちていたら自分から拾ったり、椅子を丁寧に拭いた

り、頭を悩ませて飾りつけをしてくれたりする姿がとても印象的でした。「１年生

よろこんでくれるかな・・・」６年生のそんな声が聞こえてきそうでした。今年１

年間たくさんの思いやりのたねをまいてくれることと期待しています。 

            
 

           

紅白幕のお手伝い 廊下の飾りつけ お花のセッティング 

１年教室、ひまわり

教室の飾りつけ 


